
25 市報 行方　令和６年 6 月号

SDGs で共に創る　持続可能な行方

が
農
地
や
産
業
用
地
、
市
街
地
等
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
日
本
の
森
林
面
積
は
、

陸
面
積
の
67
％
（
う
ち
人
工
林
40
％
）

で
す
。
茨
城
県
で
は
31
％
（
同
、59
％
）

と
ほ
ぼ
世
界
で
の
割
合
に
近
い
数
値
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
中
で
は
千

葉
県
の
29
％
（
同
、
33
％
）
に
つ
い

で
２
番
目
に
小
さ
い
で
す
（
林
野
庁

２
０
２
２
年
３
月
）。

３
．
森
林
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
多
角
的
な

貢
献

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
け
る
森
林
の
貢
献
は

多
岐
に
及
び
ま
す
（
図
お
よ
び
Ｕ
Ｎ
Ｓ

Ｐ
Ｆ
参
照
）。
人
間
の
経
済
・
社
会
生

活
に
お
い
て
森
林
は
不
可
欠
で
あ
り
、

「
世
界
の
人
口
の
約
25
％
に
相
当
す
る

約
16
億
人
の
人
々
が
、
基
礎
食
料
、
生

計
、雇
用
お
よ
び
収
入
を
森
林
に
依
存
」

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
果
物
、
キ

ノ
コ
、
野
生
動
物
か
ら
栄
養
を
と
り
、

病
気
の
際
は
薬
草
も
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
２
、３
）。
ま
た
、

森
の
恵
み
か
ら
所
得
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
目
標
１
）。

　
さ
ら
に
、
環
境
の
持
続
可
能
性
に
つ

い
て
も
森
林
は
不
可
欠
で
す
。
生
物
多

様
性
に
お
い
て
は
「
陸
域
の
生
物
種
の

第
43
回

森
林
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
茨
城
大
学
教
授　
野
田 

真
里

す
。
後
述
の
通
り
、森
林
は
気
候
変
動
、

生
物
多
様
性
、砂
漠
化
、水
と
い
っ
た
、

他
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
取
り
組
む
課
題
や
目

標
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

２
．
陸
地
の
約
３
割
が
森
林
―
国
連
森

林
戦
略
計
画

　
森
林
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
国
連

の
経
済
社
会
理
事
会
は
「
国
連
森
林
戦

略
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｆ
）
２
０
１
７
―

２
０
３
０
」
を
決
議
し
ま
し
た
（
Ｅ
Ｃ

Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｃ 

２
０
１
７
）。
こ
れ
は
、「
森

林
お
よ
び
森
林
以
外
の
樹
木
を
持
続
的

に
管
理
経
営
し
、
森
林
減
少
お
よ
び
森

林
劣
化
を
抑
止
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る

レ
ベ
ル
の
活
動
に
対
す
る
地
球
規
模
で

の
枠
組
み
を
示
す
も
の
」
で
す
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｆ
に
よ
れ
ば
、「
森
林
は

地
球
の
陸
地
面
積
の
30
％
以
上
・
・
・

人
類
や
持
続
可
能
な
開
発
、
地
球
の
健

全
性
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
」
で
す
。

ほ
か
、
陸
地
面
積
の
約
25
％
が
砂
漠
と

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
残
り
の
約
45
％

１
．
陸
の
生
態
系
と
森
林
―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目

標
15

　
私
た
ち
人
間
の
大
半
は
、
陸
上
で
生

活
し
て
い
ま
す
。
茨
城
県
や
行
方
市
の

主
要
産
業
で
あ
る
農
業
も
陸
の
生
態
系

に
依
存
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は

目
標
15
に
「
陸
の
生
態
系
を
保
護
・
回

復
す
る
と
と
も
に
持
続
可
能
な
利
用
を

推
進
」
す
る
と
あ
り
ま
す
。
森
林
は
持

続
可
能
な
開
発
に
お
い
て
重
要
で
あ

り
、
同
目
標
で
は
「
持
続
可
能
な
森
林

管
理
を
行
い
、
砂
漠
化
を
食
い
止
め
、

土
地
劣
化
を
阻
止
・
回
復
し
、
生
物
多

様
性
の
損
失
を
止
め
る
」と
あ
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
、
森
林
に
関
す
る

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
多
数
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
目
標
15
の
下
に
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

15・１（
森
林
の
持
続
可
能
な
利
用
）や
、

15
・
２
（
持
続
可
能
な
営
林
）、
15
・

ｂ
（
持
続
可
能
な
森
林
管
理
の
資
金
）

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、水
に
関
す
る
タ
ー

ゲ
ッ
ト
６・
６
で
も
、
森
林
等
の
生
態

系
の
保
護
・
回
復
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま

約
８
割
に
生
息
・
生
育
の
場
所
を
提
供
」

し
て
い
ま
す
（
目
標
15
）。「
土
壌
や
水

の
保
全
、
き
れ
い
な
空
気
等
に
貢
献
」

し
、「
土
地
の
劣
化
や
砂
漠
化
を
防
ぐ
」

役
割
を
果
た
す
（
目
標
６
）
と
と
も
に
、

「
洪
水
、
地
す
べ
り
、
雪
崩
、
干
ば
つ
、

砂
塵
嵐
、
砂
嵐
」
等
の
自
然
災
害
リ
ス

ク
を
減
少
さ
せ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て
も
、
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
・
固
定
を
つ
う
じ
て
貢
献

し
て
い
ま
す
（
目
標
13
）。

図　森林の SDGs への多角的な貢献
貧困削減：森の
恵みからの収入

気候変動対策：
Co2 吸収・固定

健康：薬草等

陸の豊かさ：
生物多様性

飢餓撲滅：野生
の果実や動物

水：飲料水や
灌漑用水

出典：Seymour, F. and Busch, J. (2017) より加筆修正


